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In this work, we developed the magnetic circularly polarized organic light emitting diode 

(MCP-OLED) composed of iridium(III) complexes and investigated their magnetic circularly 

polarized electroluminescence (MCPEL) properties under an external magnetic field. 
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近年、キラルな化学的影響を受けずに円偏光発光（CPL）

を発出し、偏光符号を制御できるフルカラーの円偏光発光

可能なリン光有機金属錯体の開発は、化学的にも工学的に

も重要な課題となっている。1) 

当 研 究 室 で は こ れ ま で に 、 Ir(III)(ppy)3 と

Ir(III)(ppy)2(acac)を用いて磁気円偏光有機発光ダイオー

ド（MCP-OLED）の開発に成功している。2) 

本研究では、2 つの光学的に不活性なイリジウム(III)

錯体 Ir(III)(dFppy)3 および Ir(III)(piq)2(acac)を用いて、

MCP-OLED を作成し、磁気円偏光

電界発光（MCPEL）の発現を試み

た。 

その結果、どちらのイリジウム

(III)錯体からも MCPEL の発光に成

功した。1.7T の外部磁場存在下で

の極大 MCPEL 波長（λMCPEL）はそ

れぞれ 525 nmと 620 nmで、異方

性因子（|gMCPEL|）は 8.87×10-4と

3.22×10-4 であった。興味深いことに、配位子の違いにより、MCPEL 波長と符号に

違いが見られた。 

以上、イリジウム(III)有機-無機ハイブリッド MCP-OLED からの MCPEL に成功し

た。 

 

1) Phys. Chem. Chem. Phys., 2021, 23, 5074-5078. 2) ChemPhotoChem., 2022, 6, e202100253.  

Fig. 1 MCPEL (upper) and MEL (lower) spectra of MCP-OLED composed of  

Ir(III)(dFppy)3 (left, 13V) and Ir(III)(piq)2(acac) (right,9V). 
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